
  

様式第４号（記載例）  

   令和〇年〇月〇日 

農業体験研修報告書  

１ 農業体験の概要 

体験者氏名・年齢 農業 好太  〇〇歳 

体  験  者  住  所 富山市〇〇 

受 入 農 家 氏 名 （農）公社営農組合 

受 入 農 家 住 所 〒939-0096 富山市舟橋北町4-19 

研  修  期  間 令和〇年〇月〇日（〇）～〇月〇日（〇）のうち計〇日間 

 

２ 実施内容（主要な作業内容等） 

作業日※ 作目名 主な作業内容※ 備考 

4月 20日 

21日 

水稲 播種 

（播種機での床土入れを担当） 

 

4月 25日 

 

白ねぎ 定植 

（ひっぱりくんによる定植補助・苗運搬） 

 

5月 15日 

16日 

17日 

水稲 田植え 

（苗の運搬・田植えオペレーターへの補助） 

 

9月 10日 

11日 

水稲 収穫 

（軽トラにより、JAカントリーへのもみ運搬） 

 

9月 22日 

23日 

白ねぎ 播種 

（播種機での床土入れを担当） 

 

    

    

    

    

※作業内容が同様であれば、「作業日」欄に複数の日付を記載してもよい。 



  

 

４ 農業体験の感想、今後の対応、就農時の課題、アンケート等 

（１）体験の感想（感想、今後受講してみたい研修など、自由に記載してください） 

  

農業体験研修を通じ、作物を育てる農家さんの苦労がわかりました。特に、天候にも左右さ

れる作物の生育に応じて農作業の時期や内容を工夫されている点など、今後、農業を始めるう

えで、かなり参考になりました・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の対応（就農意志の有無、就農予定時期、就農方法等） 

 ア 就農意思： ①あり     ②ない     ③わからない（現時点で） 

  

「①  あり」と答えた方へ（現時点での希望・意思） 

 イ 就農予定時期： ①すぐにでも  ②１年以内  ③３年以内  ④未定 

 

 ウ 就農方法： ①独立自営   ②雇用就農   ③未定 

 

 

（３）就農時の課題 

（就農に当たって不安に感じることなど、箇条書きで自由に記載してください） 

・省力化を図るための機械・施設の導入に係る費用 

・栽培技術の習得 

・ 

・ 

・ 

 

（４）農業体験を終えて（率直な意見をお答えください） 

 ア 体験の効果   ①効果があった  ②普 通   ③それほどでなない 

 イ 体験の満足度  ①良かった    ②普 通    ③それほどでもない 

 ウ 体験の理解度  ①理解できた    ②普 通   ③それほどでもない 

 エ 体験の継続性  ①今後も続けてほしい ②どちらでも良い ③廃止すべき 

 


